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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 10月 19日 (2004.10.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 竿 体 の 嵌 合 構 造 及 び そ の 嵌 合 構 造 を 有 す る 釣 竿
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 大 径 竿 体 と 、 前 記 大 径 竿 体 の 穂 先 側 に 振 出 形 式 に 連 結 さ れ る 小 径 竿 体 と を 有 す る 釣 竿 に
お い て 、 前 記 小 径 竿 体 を 前 記 大 径 竿 体 に 連 結 す る た め の 構 造 で あ っ て 、 穂 先 側 か ら 軸 方 向
中 央 付 近 ま で 前 記 大 径 竿 体 の 竿 元 側 端 部 が 挿 入 さ れ た 状 態 で 前 記 大 径 竿 体 の 竿 元 側 端 部 外
周 に 固 定 さ れ る 略 筒 状 の ス ト ッ パ ー リ ン グ と 、 前 記 ス ト ッ パ ー リ ン グ の 竿 元 側 に 脱 着 自 在
に 装 着 さ れ る 尻 栓 と を 備 え 、 前 記 ス ト ッ パ ー リ ン グ は 前 記 大 径 竿 体 が 挿 入 さ れ た 部 分 よ り
竿 元 側 の 内 周 面 に 径 内 方 向 に 突 出 し た 嵌 合 突 起 を 有 し て い る 、 嵌 合 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ス ト ッ パ ー リ ン グ の 嵌 合 突 起 は 複 数 で あ り 、 そ れ ぞ れ 周 方 向 に 間 隔 を 隔 て て 軸 方 向
中 央 付 近 か ら 竿 元 側 に か け て 軸 方 向 に 伸 び て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 嵌 合 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 嵌 合 突 起 の 穂 先 側 端 部 は 穂 先 側 ほ ど 拡 径 す る テ ー パ 面 と な っ て い る 、 請 求 項 ２ に 記
載 の 嵌 合 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 前 記 ス ト ッ パ ー リ ン グ の 内 径 は 前 記 テ ー パ 面 の 穂 先 側 端 部 に お い て 段 状 に 拡 径 し て い
る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 嵌 合 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】

前 記 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ４ 記 載 の 嵌 合 構 造 の い ず れ か を 有 す る 釣 竿



　 こ の た め 、 図 に 示 す よ う に 、 従 来 の 元 竿 １ で は 竿 元 側 端 部 を 部 分 的 に 大 径 化 さ せ て こ
の 隙 間 を 確 保 す る 方 法 や 、 部 分 的 に 大 径 化 さ せ な く て も 元 竿 １ 全 体 と し て の テ ー パ 変 化 を
大 き く 設 定 し 竿 元 側 端 部 の こ の 隙 間 を 確 保 す る 方 法 等 が 採 用 さ れ て い る 。 し か し 、 こ の よ
う な 竿 体 の 大 径 化 は 竿 体 の 硬 化 を 招 く こ と に も つ な が り 竿 の 調 子 を 損 な う 恐 れ が あ る 。 ま
た 、 特 に 、 連 結 す る 竿 体 の 本 数 が 少 な い 釣 竿 （ 例 え ば 、 ２ ～ ４ 本 程 度 の 竿 体 を 連 結 す る に
留 ま る よ う な 釣 竿 ） に あ っ て は 、 釣 り 操 作 時 に お け る 竿 の 調 子 に 対 し て 占 め る 元 竿 の 寄 与
率 が 大 き い 。 こ の た め 、 可 及 的 に 元 竿 は 小 径 化 さ せ 、 元 上 竿 と の 径 差 は 小 さ く 設 定 し た い
。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 竿 体 同 士 の 径 差 を 小 さ く し て 竿 の 調 子 を 維 持 し つ つ 、 釣 竿 全 体 の 長 さ
を 調 整 可 能 と す る 釣 竿 の 嵌 合 構 造 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 発 明 ４ の 嵌 合 構 造 は 、 発 明 ３ の 構 造 で あ っ て 、 ス ト ッ パ ー リ ン グ の 内 径 は 前 記 テ ー パ 面
の 穂 先 側 端 部 に お い て 段 状 に 拡 径 し て い る 。 こ の 構 造 で は 、 段 状 に 拡 径 し た 部 分 に 大 径 竿
体 の 竿 元 側 端 縁 が 当 接 し て 位 置 決 め さ れ る 。 そ し て 、 大 径 竿 体 と 小 径 竿 体 と の 径 差 が 小 さ
く 設 定 で き る 結 果 、 収 納 状 態 に お い て 穂 先 側 か ら 挿 入 さ れ て く る 小 径 竿 体 の 竿 元 側 端 部 は
テ ー パ 面 に 当 た っ て 円 滑 に 更 に 竿 元 側 の 嵌 合 突 起 の 間 へ と 導 か れ る 。
　

。 　 　 　 　 　 　 　
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５

及 び そ の 嵌 合 構 造 を 有 す る 釣 竿

さ ら に 、 発 明 ５ は 、 前 記 発 明 １ な い し 発 明 ４ の 嵌 合 装 置 の い ず れ か を 有 す る 釣 竿 で あ り
、 そ れ ぞ れ の 発 明 の 特 徴 を 有 す る 釣 竿 を 提 供 で き る
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